
浦安まちづくり市民会議だより 第２号

第３回「浦安まちづくり市民会議」
を開催しました

オンラインならではの
会議運営

２度目のオンライン開催

前回に引き続き、今回も

「Zoom」を使ったオンラインで開
催しました。市民の皆さんも（事
務局も）２回目となり、オンライン
会議に徐々に慣れてきた様子で
した。

裏面に続きます⇒

オンラインの特性を活かし、意

見交換は模造紙等ではなく、
「Googleスライド」を使い、出され
た意見を画面上で共有しながら
進めました。

■当日のメニュー

１．会議の目的説明、浦安市の概要説明
２．自己紹介＆前回参加してみて感じたこと
３．グループディスカッション
①今の生活になくなったら困るものは？
②5～20年後、どんなまちになっていてほしい？
③最も大切にしたいこと、どんな浦安市の未来を望む？



（本件に関するお問い合わせはこちらまで）
浦安市 企画部企画政策課 〒279-8501 浦安市猫実一丁目1番1号

電話047-351-1111（代表） 047-712-6039（直通）
メール：kikaku@city.urayasu.lg.jp

対話１：今の生活になくなったら困るものは？

対話２：5～20年後、どんなまちになっていてほしい？

対話３：最も大切にしたいこと、どんな浦安市の未来を望む？

人間関係の重要性からコミュニティやコ
ミュニケーションを挙げる方が多かったで
す。また、都内へ通勤や通学をされている
方からは、鉄道やバスなど交通網に関する
声が多く聞かれました。施設では商業施
設・買い物場所もありました。特に「図書
館」を挙げる人が多かったです。
（事務局）

未来の話のため、医療・健康・高齢者関
連の話題が多かったです。また、これまで
意見が多かったコミュニティについては、
世代間に加え、外国との交流を望む声もあ
りました。
今後の開発には景観や自然との調和を求

める声が目立ちました。特に、海や川を活
かした施策を望む声が多く聞かれました。
（事務局）

最も大切にしたいことでは、健康・医療
や防災・減災など「安全・安心」に関する
事項を挙げる人が多かったです。
その他の意見として、コミュニティ・多

世代交流・多様性といった趣旨の意見が多
い一方で、若い世代にも選ばれる市や誇れ
る市といった都市アイデンティティに関す
る意見も聞かれました。（事務局）

 近所づきあいや自治会、祭りなど人と
のコミュニケーションの場

 散歩中など市民同士の気軽なコミュニ
ケーション

 市内を移動するバスと市外へ移動する
鉄道などの交通網

 立派な図書館（次世代に残したい）
 整備された街並みや海が見える景観

 医療提供体制が充実しているまち
 多世代の交流が活発なまち
 多様性、老若男女・国籍などに関係な

いコミュニティのあるまち
 海の景観を活かした開発が進むまち
 住んでいる人にとって誇れるまち
 新しい人を呼び込める魅力のあるまち

 健康で安心して暮らせること
 安全・安心な暮らしを支える災害に強

いまち
 子ども高齢者も皆が互いに世話をして、

生まれてから最期まで暮らせるまち
 年代・性・国籍など問わず、普通に気

軽にコミュニケーションが取れる
 住んでいる人は住み続け、住みたい人

は多く移ってくるまち

次回（５月22日）は、まちづくりにおける市民と市の
役割などについて議論をしていただく予定となっています。


